
議案第67号

第１条　 令和４年度読谷村下水道事業会計の補正予算（ 第２ 号） は、 次に定めるところによる。

第２条　 令和４年度読谷村下水道事業会計予算（ 以下「 予算」 という。 ） 第４ 条に定めた資本的収入及び支出の予定額を

　 次のとおり補正する。

（ 既決予定額）（ 科　 目）

第３項 補助金 18, 000千円

12, 000千円

第１款

第１項 企業債

　  　 収　 　 入

　   （ 計）(補正予定額）

30, 000千円

資本的支出 416, 862千円 30, 000千円 446, 862千円

令和４ 年度読谷村下水道事業会計補正予算（ 第２ 号）

第１款

第１項 建設改良費 317, 194千円

141, 200千円

165, 475千円

資本的収入 30, 000千円 426, 862千円

347, 194千円

 　 　 支　 　 出

153, 200千円

396, 862千円

183, 475千円
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第３条　 予算第５ 条に定めた起債の限度額を次のとおり変更する。

令和４ 年12月13日提出

読谷村長　 石　 嶺　 傳　 實

公共下水道事業債
126, 700

26, 500

　 償還期限は据置期間を
含め40年以内とする。
　 償還方法は借入先の融
資条件により元利均等又
は元金均等による。
　 ただし、 村財政の都合
により償還期限を短縮で
きることのほか、 繰上償
還又は低利債に借り換え
ることができる。

114, 700

26, 500

千円

計 141, 200

千円

証書借入
又は

証券発行

　 ３％以内 (ただ
し、 利率見直し方
式で借り入れる政
府資金及び地方公
共団体金融機構資
金について、 利率
の見直しを行った
後においては当該
見直し後の利率)

流域下水道建設
負担金債

補正前に
同じ

限度額
起債の目的

補正前

限度額 起債の方法 利率 償還の方法

補正前に
同じ

153, 200

補正後

起債の方法 利率 償還の方法

補正前に
同じ
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資本的収入 （ 単位： 千円）

款 項 目 節 既決予定額 補正予定額 計 備　 考

1　 資本的収入 396, 862 30, 000 426, 862

1　 企業債 141, 200 12, 000 153, 200

1　 企業債 141, 200 12, 000 153, 200

企業債 141, 200 12, 000 153, 200

3　 補助金 165, 475 18, 000 183, 475

1　 国庫補助金 99, 000 18, 000 117, 000

国庫補助金 99, 000 18, 000 117, 000

資本的支出 （ 単位： 千円）

款 項 目 節 既決予定額 補正予定額 計 備　 考

1　 資本的支出 416, 862 30, 000 446, 862

1　 建設改良費 317, 194 30, 000 347, 194

1　 汚水管渠築造費 173, 978 30, 000 203, 978

工事費 90, 328 30, 000 120, 328

令和４ 年度読谷村下水道事業会計補正予算（ 第２ 号）

令和４ 年度読谷村下水道事業会計予算実施計画

－ 3 －



(単位：千円　消費税及び地方消費税抜き)

1 業務活動によるキャッシュ・フロー
当年度純利益(△は純損失) △42,480
減価償却費 136,199
引当金の増減額(△は減少) 46
長期前受金戻入額 △85,783
受取利息及び受取配当金 △1
支払利息 20,358
有形固定資産除去損 0
有形固定資産売却損益（△は益） 1
未収金の増減額(△は増加) △1,243
未払金の増減額(△は減少) 146
小計 27,243
利息及び配当金の受取額 1
利息の支払額 △20,358
業務活動によるキャッシュ・フロー 6,886

2 投資活動によるキャッシュ・フロー
有形固定資産の取得による支出 △318,457
有形固定資産の売却による収入 0
国庫補助金等による収入 162,452
一般会計又は他の特別会計からの繰入金による収入 4,778
投資活動によるキャッシュ・フロー △151,227

3 財務活動によるキャッシュ・フロー
建設改良費等の財源に充てるための企業債による収入 153,200
建設改良費等の財源に充てるための企業債の償還による支出 △97,668
他会計等からの出資による収入 90,187
財務活動によるキャッシュ・フロー 145,719

現金及び現金同等物の増減額 1,378
資金期首残高 74,390
資金期末残高 75,768

 令和４年度読谷村下水道事業会計予定キャッシュ・フロー計算書(間接法)

(令和４年４月１日から令和５年３月31日まで)

－ 4 －



（単位：千円）

 

1

（1）

イ 土 地 267,224

ロ 立 木 5,583

ハ 建 物 219,398

建 物 減 価 償 却 累 計 額 △ 25,606 193,792

ニ 構 築 物 4,583,155

構 築 物 減 価 償 却 累 計 額 △ 311,873 4,271,282

ホ 機 械 及 び 装 置 104,454

機 械 及 び 装 置 減 価 償 却 累 計 額 △ 39,620 64,834

ヘ 工 具 ・ 器 具 及 び 備 品 191

工具・器具及び備品減価償却累計額 △ 182 9

ト 建 設 仮 勘 定 51,108

有 形 固 定 資 産 合 計 4,853,832

（2） 388,740

無 形 固 定 資 産 合 計 388,740

(3) 0

投 資 合 計 0

固 定 資 産 合 計 5,242,572

2

（1） 現 金 預 金 75,768

（2） 未 収 金 21,104

（3） 貸 倒 引 当 金 △ 3

（4） 貯 蔵 品 0

（5） 前 払 金 0

（6） そ の 他 流 動 資 産 0

流 動 資 産 合 計 96,869

資 産 合 計 5,339,441

令和４年度読谷村下水道事業予定貸借対照表

資　　産　　の　　部
固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

無 形 固 定 資 産

令和5年3月31日

投 資

流 動 資 産
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（1） 1,650,314

（2）

イ 退 職 給 付 引 当 金 0

引 当 金 合 計 0

（3） 0

（4） 0

1,650,314

4

（1） 94,928

（2） 0

（3） 4,221

（4） 0

（5）

イ 賞 与 引 当 金 2,357

引 当 金 合 計 2,357

（6） 0

101,506

5

（1） 3,172,403

（2） △ 253,072

2,919,331

4,671,151

企 業 債

繰 延 収 益

リ ー ス 債 務

そ の 他 固 定 負 債

固 定 負 債 合 計

流 動 負 債

企 業 債

リ ー ス 債 務

未 払 金

引 当 金

負　　債　　の　　部
固 定 負 債

他 会 計 借 入 金

引 当 金

流 動 負 債 合 計

そ の 他 流 動 負 債

長 期 前 受 金

収 益 化 累 計 額

繰 延 収 益 合 計

負 債 合 計
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（1）

イ 固 有 資 本 金 242,169

ロ 繰 入 出 資 金 260,878

資 本 金 合 計 503,047

7

（1）

イ 補 助 金 243,475

ロ 他 会 計 補 助 金 27,950

ハ 工 事 負 担 金 0

ニ 受 贈 財 産 評 価 額 0

ホ そ の 他 資 本 剰 余 金 0

資 本 剰 余 金 合 計 271,425

（2）

イ 減 債 積 立 金 0

ロ 建 設 改 良 積 立 金 0

ハ 利 益 積 立 金 0

ニ 当 年 度 未 処 分 利 益 剰 余 金 △ 106,182

利 益 剰 余 金 合 計 △ 106,182

剰 余 金 合 計 165,243

資 本 合 計 668,290

負 債 資 本 合 計 5,339,441

剰 余 金

利 益 剰 余 金

資　　本　　の　　部

資 本 金

資 本 金

資 本 剰 余 金
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